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ーパスは、内モンゴル大学で構築された “100 tümen üge-tei odo üy_e-yin monggol kele 
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 最後の第 7 章は結論の部分である。モンゴル語の“副動詞＋bayi-” 形を動詞分類ごと
に示すアスペクト的意味を分析してきたところ、以下のようにまとめることができた。 





 z 表すアスペクト的意味をみると、“-ju bayi-” と“-γad bayi-” は限界Ⅱの再帰、立ち振る
舞い、設置動詞の場合に意味が中和する。“-ju bayi-” と“-γad bayi-” と“-n bayi-” は限界Ⅱ
の一部の再帰、一部の設置動詞の場合に意味が中和する。限界Ⅰの場合には、“-ju bayi-” 
は「継続」・「進行」を表し、“-γad bayi-” は「結果の状態」を表すことによって、両形式が区別さ
れるのである。“-ju bayi-” と“-γsaγar bayi-” はほとんど並行的な振る舞いを見せるが、“-ju 
bayi-” は単に動作が継続していることを表すのに対し、“-γsaγar bayi-” は動作が長い間継続
していることを表している。 
 z モンゴル語では、今まで扱われてきた様々なバリエーションの中で、少なくとも “-ju 
bayi-” , “-γad bayi-”,  “-γsaγar bayi-” という三つの「継続相」があり、それらの表す基本
的なアスペクト的意味はそれぞれ「進行」・「継続」、「結果の状態」・「反復」、「長期的進
行」・「長期的継続」である。 
 
以上のように、本稿では、現代モンゴル語のアスペクト形式 ――“副動詞＋bayi-”形
の表すアスペクト的意味をモンゴル語の動詞全体を分類した上で検討した。今までの研究
ではモンゴル語のアスペクト的意味の実現に動詞の限界性が関与していることを主張して
きたのに対し、本稿の分析結果から限界性という語彙的意味の更なる下位分類、すなわち、
限界Ⅰと限界Ⅱにより、アスペクト的意味の実現が関与されることを主張した。そして、
限界Ⅰと限界Ⅱとの結合によって、本稿の研究対象である形式の類似点・相違点を導き出
す重要な手掛かりになるということも主張した。
